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１．【提　出　理　由】

マン・グローバル・マルチ・ストラテジー償還時元本確保型ファンド ３（Man Global Multi－Strategy

Principal Protected Fund 3）（以下「ファンド」といいます。）に関して、以下のとおり主要な関係法

人の異動ならびに投資方針および運用体制の変更がありましたので、ファンドの管理会社であるミツビシ

UFJグローバルカストディ・エス・エイ（Mitsubishi UFJ Global Custody S.A.）（以下「管理会社」とい

います。）は、金融商品取引法第24条の５第４項ならびに特定有価証券の内容等の開示に関する内閣府令

第29条第２項第２号および同項第３号の規定に基づき本臨時報告書を提出するものです。

 

２．【報　告　内　容】

Ⅰ　主要な関係法人の異動

ファンドの主要な関係法人に以下のとおり副管理会社が追加されました。

 

イ　主要な関係法人の名称、資本金の額及び関係業務の概要

（１）名称

エムユージーシー・ルックス・マネジメント・エス・エイ（MUGC Lux Management S.A.）

（２）資本金の額

平成26年７月２日現在、7,375,000ユーロ（約10億2,018万円）

（注）ユーロの円貨換算は、便宜上、平成26年５月30日現在の株式会社三菱東京UFJ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（１ユー

ロ＝138.33円）による。

（３）関係業務の概要

投資運用およびリスク・マネジメント委託契約に基づき、ファンドのAIFM（オルタナティブ投資ファ

ンド運用者）として行為し、ファンドのポートフォリオ運用業務およびリスク・マネジメント業務を行

う。

 

ロ　当該異動の理由及びその年月日

（１）異動の理由

ルクセンブルグの法令改正に対応するため。

 

（２）異動の年月日

平成26年７月22日

 

Ⅱ　投資方針および運用体制の変更

イ　変更の内容についての概要

トレーディング・カンパニーの投資運用会社が、マン・インベストメンツ・リミテッドからFRMインベ

ストメント・マネジメント・リミテッドに変更されました。

（注）変更箇所には下線または傍線を付します。

 

（１）投資方針

投資方針は、以下のとおり変更されました。

 

＜　前　略　＞

マルチ・ストラテジー戦略

単一のビークルであるファンドを通じて、マンの多様な投資戦略への投資機会が提供される。

ファンドは、市場の上昇中・下落中の如何を問わず一貫した運用実績の達成を目指すことを可能と

する、各種投資戦略で構成され高度に分散された、機動的なポートフォリオを運用することにより、
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その投資目的の達成を図る。ファンドの受益者は、FRMインベストメント・マネジメント・リミテッド

（FRM Investment Management Limited）が厳選した各種の投資戦略への、トレーディング・カンパ

ニーによる投資運用からもたらされる（信用枠の下でのレバレッジ返済後の）ネットの投資収益を受

け取ることとなる。

投資戦略は、当初、以下の５種類の投資手法に分類することができる。

（ａ）イベント・ドリブン戦略

（ｂ）グローバル・マクロ戦略

（ｃ）レラティブ・バリュー戦略

（ｄ）株式ヘッジ戦略

（ｅ）マネージド・フューチャーズ戦略

相互補完的な投資手法と投資運用者の均衡を保つための機動的な入替えは、FRMインベストメント・

マネジメント・リミテッドの投資運用チームが担当する。

ファンドの投資目的を達成するために、投資運用会社は、トレーディング・カンパニーの資産を上

記の投資手法とは異なる投資手法に配分することができる。

＜　中　略　＞

管理事務、委託売買および助言業務

＜　中　略　＞

マン・グループの一員であるマン・バリュエーション・サービシズ・リミテッド（Man Valuation

Services Limited）は、データ・コンパイレーション事務代行契約に従い、管理会社、ファンド、ゼ

ロ・クーポン債発行会社およびトレーディング・カンパニーに対してデータ・コンパイレーション事

務代行業務および会計業務を提供する任務に任命されている。

＜　中　略　＞

受益証券の投資配分の増加

＜　中　略　＞

＜　後　略　＞

 

（２）運用体制

運用体制は、以下のとおり変更されました。
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管理会社は、副管理会社との間で投資運用およびリスク・マネジメント委託契約を締結し、同契約に

基づき、副管理会社はファンドのAIFM（オルタナティブ投資ファンド運用者）として行為し、ファンド

のポートフォリオ運用業務およびリスク・マネジメント業務を行う。

ファンドの資産は、副管理会社により、ゼロ・クーポン債発行会社が発行するゼロ・クーポン債とト

レーディング・カンパニーが発行するパフォーマンス・ローン債に投資され、パフォーマンス・ローン

債の発行手取金は、トレーディング・カンパニーにより投資運用される。

Ⅰ．投資運用担当会社

投資運用会社

マン・インベストメンツ・リミテッドにより従前遂行されていた投資運用業務および取引顧問業務

は、平成26年７月22日を効力発生日として、トレーディング・カンパニーの投資運用会社およびト

レーディング・アドバイザーとなったFRMインベストメント・マネジメント・リミテッド（以下

「FRMIM」という。）に事業譲渡された。

FRMIMは、ガーンジーの法律に基づき設立されおよび存続し、ガーンジーGY1 4HG、セント・ピー

ターポート、セント・ジュリアンズ通り、ロイヤル・チェンバーズ、私書箱173にその登記上の事務所

を有する有限責任会社である。FRMIMは、ガーンジー金融庁（Guernsey Financial Services

Commission）によりガーンジーにおける認可および規制を受けており、かつ、金融リスク管理グルー

プ（以下「FRM」という。）に属している。

FRMは、平成３年に設立され、それ以降、投資に精通した投資家の投資ニーズに応じるため、数々の

大陸にまたがる豊富な投資リソースを蓄積している。平成24年７月17日、FRMは、（マン・インベスト

メンツ・リミテッドの親会社でもある）マン・グループ・ピーエルシーにより買収され、欧州を拠点

とする独立系では最大のファンド・オブ・ヘッジファンズのグループを創設するため、マンのマル

チ・マネジャー・ビジネスに統合された。現在、FRMは、多岐にわたる業務（マネジャーによる

デュー・ディリジェンス、事業リスクの分析、ポートフォリオ運用、リスク管理、顧客サービス、

マーケティング、法務、運営、データ管理および情報技術に係るものを含む。）において専門家を雇

用している。

現時点において、ジョン・レヌーフ（John Renouf）氏、ルーク・アレン（Luke Allen）氏、ピー

ター・カスパリス（Peter Kasparis）氏およびハンス・フーシュラー（Hans Hurschler）氏が、FRMIM

の取締役である。レヌーフ氏、アレン氏およびカスパリス氏はまた、FRMIMの従業員でもある。フー

シュラー氏は、マン・グループ内のある事業体の従業員である。投資運用会社の取締役は、FRMおよび

マン・グループに関連する多数の会社の取締役でもある。

＜　中　略　＞

マン・グループ・ピーエルシー

マンは、オルタナティブ投資および長期投資にのみに専念している世界一流の独立系資産運用会社

である。マンは、市場サイクルを通じ堅固で安定した元本の成長を目指す広範なオルタナティブ投資

および従来型の投資ポートフォリオへのアクセスを投資者に提供している。平成26年３月31日現在の

運用資産は、約550億米ドルであり、規制目的上の自己資本は14億米ドルを超える。
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その前身組織を通じて、1783年より取引に従事しているマンの持株会社であるマン・グループ・

ピーエルシーは、ロンドン証券取引所に上場しており、FTSE250種総合株価指数の構成銘柄である。マ

ンは、国連責任投資原則（PRI）の署名者であり、マン・ブッカー文学賞のスポンサーを含む、多数の

賞与、慈善事業および世界中のイニシアティブをサポートしている。

 

FRM

FRMは、110億米ドル
（注１）

の運用資産を有し、主として機関投資家を顧客基盤とする、欧州を拠点

とする独立系の５大オルタナティブ投資専門家
（注２）

のうちの１つである。ロンドン、ニューヨー

ク、東京、ガーンジーおよびプフェフィコン（スイス）に拠点を有する、業界でも最大級のリサー

チ・チームと運用チームを擁しており、組織的な品質管理システムにより支えられている。顧客に対

し、流動性スペクトルを超え、マネージド・アカウント（MACs）を通じて様々なFoHFからリスク管理

まで、幅広いマルチ・マネジャー投資業務を提供する。

（注１）インベストヘッジ・ビリオン・クラブ・サーベイ平成26年３月、平成25年の運用資産に基づく。

（注２）平成26年３月31日現在

＜　中　略　＞

Ⅱ．運用体制

（ⅰ）運用体制

ファンドの運用体制は、以下の記載の通りである。

 

＜FRMインベストメント・マネジメント・リミテッドの法律上の位置付け＞
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（注１）別途記載されない限り、すべての保有持分の割合は100％である。

（注２）議決権付持分のみを記載している。

（注３）マン・グループ・ジャパン・リミテッドは、FRMインベストメント･マネジメント･リミテッドの普通株式１株を保有

しており、これは株式資本および議決権の0.01％に相当する。

＜　後　略　＞

 

ロ　当該変更の年月日

平成26年７月22日
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